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　我が邦の天文毫の中で，貞享の改暦以後，薔幕時代に活耀した梅小路天文蔓

について，若干知り得た事柄を記して，私の日本天文麿法史研究の畳書とし旧

い．此の方面に興味を持たれる同好の士の参考になれば幸である．

　藩論5年晩春といふよりは，初夏の五月19日，井本進氏と底心を訪れたの

は，午後の4時に近かった。梅小路とだけ聞いて，尋ね尋ねて行ったのである

が，梅小路とはこの附近一帯の隠構であって，梅小路中町侮林寺と聞いても，

知る入とて無い．やっと探し当てN，先づ土御門家の菩提寺梅林寺に，佳職太

田教俊氏に面會を求めて，色々と話しを承り，且つは，若干の寺に残された遺

物をも拝見する事が出來た．私達の訪問記の順次を狂はして，此の邊りで，梅

小路天文毫の場所を蓮べておく：方が，話が判り易いであらうから，天文毫の位

置及び滑革を先に話す事にしよう．

　市電（京都市）停留所“七條七本松”で下車し，南へ入る大通りを無道線路に

突き當る路の西側が薔天文憂の跡であり，其の筋向ぴが，今，私達の訪閲した

梅林寺である．麟宅後，陸地測量部の五萬分の一の地圖より求めた経緯度は次

のやうである．

　　　　　　　　　纒　　度　　　　　1350　44，20”　（9時…2分57．3秒）

　　　　　　　　　縫　　腰　　　　　　340　58’51t「

　この附近で，土御門家の事を尋ねても，今のi若い人達は知る由もなく，古：老

に尋訟ても，明治の維新當卜居だ十歳にも満たない子供であって，その記憶も

朧ろげで，確な話を痴り聞く事は出露なかった．その古老も今は二三人と居ら

ないであらう．從って，何時頃，此盧に天文毫が置かれたか，或は，當時，天

文憂の模様については，この訪問では何も得るところは無かったのであるが，

昨年（昭和十六年）八月3日，土御門家の暦編纂者の一人であった若杉家を訪間し

て，民家の若杉保定氏（現在入廷裁かと思ふ）より聞くを得た．それに依ると，

土御門家が此の地に居をトしたのは大分古いことらしい．小松重盛の邸が梅林
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も寺の附近にあ、り，（今日，地蔵さんがその跡にあるといふ～二とである．）この邸

を土御門家が譲り受けたものであるといふ事であった．

　土御門家の墓所は奈良にあり，群団の舞の以後は京都に，其の蹴時代には，一
　　　　　　　　　　　　ヤ　プ時，戦臥を避けて，若狭國遠敷郡名田庄にあったといふことである．現在でも

この地になぼ淺って居るさうである．若杉家には，この墓所の見取圖が保存さ

れて居る，
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　さて，この邸内に天文牽を置かれるに至ったのは，安部有事の時で，天文を

専ら司るやうにとのことで，天丈蜜が設けられたのであった由である．安部家

は，この人歩來，土御門と構ふるやうになった．勿論天文墓とは名のみで，

観測をしたのではなかったらしい，天丈を見て吉凶を占ふ事が，仕事であっ

た．慶事は土御門家で，凶事は幸徳井家が司ったとも，語られた．梅小路天文

毫は，かくて，設立されたものの，擬測に從噂したのは，貞享の改暦に際し

て，安部夕風及び保井ヲ爵毎が，表を立てて，日曇を測定した事に始まったので

はないかと考へられる．

　さて，話を元に戻して，私達の訪れた順次に，この稿を進め度い。太田氏の

御厚意により，土御門家の過去帳，位牌等を拝見することが出來た．元來，土

御門家は棘道であって，佛教徒ではない．それに，菩提寺があるとは，異様に

感ずるのであるが，承った話では，若し死人を出した場合には，澤めのため病

氣一下げといふことにして，寺に死膿を渡し，ここで葬式をしたといふ事であ

る．現在，梅林寺の本堂の裏手には，土御門家泰邦卿を始めとして，その後の

一一一’蛯ﾌ草碑が建って居る．之以前の人の墓碑は，眞如堂境内にあると聞かされ
た．

　梅林寺を一通り拝見して，太田氏に案内されて，天文書跡を訪ねた．往時，

天文憂は，一丁四方位の廣さであったといふ事である。西側には，小さな川が

流れて居る．現在，此辺は橋本利七氏の佳味となって居り，邸内に，菌類使は

れし槻測器械の毫石が四五個残されて居り，又，戦時観測詰所として使はれた

といふ一棟の建物が，現在では，土藏として残されて居る・明治初年，土御門

家が一家を墨げて東京に居を移されるに當って，天文測器類や，暦編纂關係の

圖書参考品等は責り佛はれて散逸してしまったらしい．而して，高さ一一丈五尺

もある天文槻測露毫を，組み立てて居た石垣は，邸の南の部分を聴道敷設のた

め取り彿はれて，一部は三道工事用に，一部は民家の石垣に使はれてしまった

といふことである．今でも，これ等の石が残って居ると聞かされると，何だか

勿農無いやうな氣がする．而して．）この附近の一木一草にも私達の先輩の／弟を

宿して居りはしないかといふ氣がする．それ以來，禾！、は汽車で大阪祠炉に行く

途申，単粒を通過する度毎に，この邊が天文皇の跡だつたかと追．億に：耽るので

ある．播本氏の御厚意により，土御門等親卿の書や，明治初年頒暦に押した官

印等を拝見する事が出來た，観測器械の嘉石の鳥眞を撮って此手を遷し去った

時は，陽も己に西山に沈んで，黄昏痔であった．大壷ウには，夕時の入の往來

も繁く，都塵を避けて観測した昔痔と封比して，鞍：た感無きを得なかった．

　以上で，この日の訪問の概略を記したのであるが，以下，奮幕時代の梅小路

天文毫の有様を，今少し古文獣によって書きたして見ようと思ふ．
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　即きにも少し罵れておいたやうに，天文時が此の地に設立されたのは正親町

天皇時代であり，愈々観測に着手したのは貞享改暦に際して，泰幅が表を立

て，、善を測り，七政の運行を観測したのが始めてではなかったらうか？　而し

て，改暦後，甲子歳より丁年歳に至る三ケ年，春海も梅小路で観測に從際し

た．次で，寳暦霜降元暦探用に際して，安部泰邦と西村遠里を學げて，西川正

解，澁川圖書の編成せる新暦を，観測によって，確めさした．西村遠里の著は

す謝罪鞘巻十五には，測量釣出之圖がのせられて居る．之等の圖は，貞享年

間，春海が観測に鶴野した国別の天文壷の圓ではないであらう．現在，橋本氏

邸内に残れる観測器械の皇道の一つには，寛延四年の銘が刻まれて居り，前記

若杉氏もJ寛延3年置天交毫は造り替へられたと，語られた．西村遠里が観測

に從難したのは，寳暦3年十月より翌年十月に至る間であるから，新しく出塁

上った天文蔓の：方であったことは確である．授時無に依れば，．次のやうに記さ

れてみる。

　愚，小聞，露見，和漢天學曝書二，天文皇ヲ圖スルヲ不見，三才圖解等，

　亦，漏斗之不載，故＝古昔ノ九天毫，コレラ圃スヘキニ嫁ナシ．澁川春海貞

　享改暦測量ノ時，及，今時ノ實秘説成改暦測量ノ時，用ヒラル・所ノ梅小路

　ノ司玉壷ヲ圖シテ示之，本朝ノ劇甚小シ．郭若思授時改暦ノ司玉璽，或ハ古

　昔ヨリ所謂霧毫，又ハ歴史二載ル所ノ疇人ノ司ル天丈相等ハ，和邦ノ制ノ9ロ

　クニハアラス，大ナルヘキナリ．

と記されて居るから，明に，西村遠里の記録によって，梅小路天文毫の有檬を

知る事が出來る．先づ，襯測儀器を置いた露毫は，高さ1丈5尺，最下部の周

は，7間四：方と記されて居る．叉，霧砲の上部は，廣さ2間4方もあったやうに，

安部泰邦の著はす測量御器十目草稿に記されて居る．而して，この露皇に設置

された儀器は，垂劔，渾天，目時計，象格，演早薬と，泰邦の草稿には記され

て居る．ここに垂鋸毫は關東之器，有徳別殿製之と泰邦は記して居るが，遠里

の著には西川忠衣郎正休筆之とあり，大さ四尺角で，今の四分儀であらう．渾

天儀は糖度を測るの器である．日時計は，之は日進天儀と云ひ，泰邦が製した

ものである．即時解では，之を欽天儀と呼んで居る．聖慮格といふのは，北極．

を測り方位を知る器で，泰邦の作ったものである．演周薬も，亦，簾邦の製作

にかSりしものである．以上の外，露墓以外に設置された儀器がある．卸ち仰

儀，圭表の類である．なほ，此の時代の天文観測儀器については，他日詳記し

たいと思って居る．

　現在，橋本氏邸内に淺された礎石は，之等儀器に使用されたもので，最も弱

きレ・1聞四方もあったかと思はれる毫石は，十字の溝が刻ま才／て居り，渾天儀用

のものである．門をくぐって玄關の脇にある方2尺位の礎石は，寛延4年泰邦制
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之の銘が刻まれて居り，之は泰邦が作った圭表の豪石である事は測量御器之圖

によって明らかである．一番奥に，靴脱石として，現在使用されて居る礎石

は，何に用ひられたか，知る由もないが，壬癸録（喬海の高弟，谷秦山の著は

すもσ））一一一に

　　　　貞享改暦時……勾当卿立八尺鐵表蝋梅小蛭藻用内侍所奮石

とある内侍所落石は，一心どうなったであらうか？　私は，之等，由緒ある礎

石が，邸内の庭石として，毎日，足下にふまれるのを残念に思ふ衣第である．

科學博物館が出來た曉には，そこに保存されるべきものであらうが，今直ぐに

も，之を何とか日建ないものだらうかア’

　貞享寳暦の改麿に際して，梅小路天文皇はその任を全うして，獺測に從事し

たのであるが，それ以後に於ては，江戸の天文毫と，大阪の間重富一派に天文

親測を譲ったかのやうであった．而して，明治元年二月朔日，土御門晴雄の願

出によ窮再び古の如く，同家に於て編暦事務を：取扱ふ事になって，梅小路天

文豪は再び活躍する時が來たのであるが，惜しい哉，僅か数年で溝滅せんと

は．明治三年，天文暦道局を大聖の所轄とするに及んで，土御門和丸以下30人

を，天：文暦道御用掛とし，同年八月，本局を東京に移すに至って，京都には星

學局嵩張所を置いたが，同年十月27日に履されて，土御門単手は大學御用掛を

発ぜられることになり，旧劇に敷百年存慨した由緒ある梅小路天文墓は浩滅し

たわけである．な鵜頒暦事務が土御門家に復活した維新十時には，暦版刻及

び製本，頒暦等の事を司る事務所は，現在京都商工會議所の位置にあったとい

ふ事である．（終）

ラヂ方鏡で流星の籔…鋼

　流星が地上何百キロといふ上室を通るときには，そのあとにラヂオ錺を蔑

す．師ち，その通路では室氣の原子が破壌されて，籔雨間，そのまX残ってみ

るが，此れに避波を邊ると，暦の電離暦に反射して戻って止るから，その時間

を測定すると，層の存在を検知することができる．とれは，米誌ハ1ヴ．1ド大

學クラフト研究室の」・Aピヤ1ス博士が最：近に報告したことであるが，こ　di方

法を用ぴれば，曇天でも婁間でも，流星の籔を計算することができるわけであ

る．

　天文學では，地球の大氣圏に入ってくる流星の数を計算することは：重要な問

題であるが，曇天や書間は，それができないために，完全に記枕することがで

きなかったのである，今後は・～二の方法によって，一層精確な流星藪が決定され

ると思はれる，


